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紫 m 咅 

與謝野 晶子 訳 



なほ 春の ましろき 花と 見 ゆれ どもと も 

に 死ぬ まで 悲し かりけ リ (晶子) 

紫 夫人 は あの 大病 以後 病身に なって、 どこと いう こ 

ともなく 始終 煩って いた。 たいした 悪い 容体になる 

のではなかった が、 すぐれない、 同じような 不健康 さ 

が 一 年余り も 続いた 今では 目に 立って 弱々 しい 姿に 

なった ことで、 院は 非常に 心痛 をして おいでになった。 

しばらくで もこの 人の 死んだ あとの この 世に いるの は 

悲しい ことで あろうと 知って おいでにな つたし、 夫人 



る 世界に 近い 感じ もす る ことから、 あさはかな 人た ち 

すら も 思わず 信仰に はいる 機縁 を 得そう であ つ た。 

たきぎ ほけ く 

薪 こる (法華経 はいかに して 得し 薪 こり 菜 摘み 水 汲 

みかくして ぞ 得し) 歌 を 同音に 人々 が 唱える 声の 終 

わって、 今までと 反対に 式場の 静まり かえる 気分 は 物 

哀れな ものであるが、 まして 病に なって いる 夫人の 心 

は 寂しくて ならなかった。 明 石 夫人の 所へ 女王 は 三の 

宫に お持たせして 次の 歌 を 贈った。 

たきぎ 

惜しから ぬ この 身ながら も 限りと て 薪 尽きなん 

ことの 悲し さ 



ていたし 春の 小鳥の さえずり も 笛の 声に 劣らぬ 気がし 

て、 身に しむ こと もお もしろ さも きわまる かと 思われ 

りよ ラ：； C. つ 

る ころに、 「陵 王」 が 舞われて、 殿上の 貴紳た ちが 舞 

い 人へ 肩から 脱いで 与える 纏頭の 衣服の 色彩な ども こ 

の 朝 はた だ 美しく ばかり 思われた。 親王が た、 高官ら 

も 音楽に 名の ある 人 はみ ずから その 芸を 惜しまず この 

場で 見せて 遊んだ。 上から 下まで 来会者が 歓楽に 酔つ 

ている の を 見ても、 余命の 少ない こと を 知っている 夫 

人の 心 だけ は 悲しかった。 

昨日 は 例外に 終日 起きて いたせい か 夫人 は 苦しがつ 

て 横にな つていた。 これまでこう したおり ごとに 必ず 



め やかに 語り合って おいでになった。 院が はいって お 

いでに なった が、 

「今夜 は 巣 を 追われた 鳥の ようで かわいそうな 私 は ど 

マ J かで 寝る Y J とに しょう」 

と 言って、 他の 室へ 行って おしまい になった。 起き 

ていた 夫人の 姿 を 御覧に なった ことが おうれし そうで 

あつたが、 それ はしいて よいよう に 見て みずから 慰め 

ておいで になる のにす ぎない ので ある。 

「離れた 所では、 こちらから あちらへ 歩いて お帰りに 

なること がたい へんです し、 私 もまた あちらへ 上がる 

こと はもう できな くな つ て いますから」 



たいので あるが、 死期 を 予感して いるよう に 賢が つて 

聞こえぬ かと 恥ずかしく 思われ もした し、 御所からの 

みっか 

御 催促の 御 使いの ひつ きりなしに 来る ことに 御 遠慮が 

され もして、 おとどめ する こと も 申さないで いるう ち 

に、 夫人が もう 東の 対へ 出て 来る ことができな いため 

に、 宮の ほうから そちらへ 行こうと 中宮が 仰せられた _ 

失礼で あると 思い 心苦しく 思いながら も、 お 目に か 

からな いでいる こと も 悲しくて、 西の 対へ 宫 のお 居間 

を 設けさせて、 夫人 はなつ かしい 宮を お迎えし たので 

あった。 夫人 は 非常に 痩せて しまったが、 かえって こ 

れが 上品で、 最も 艷な 姿に なった ように 思われた。 こ 



昔、 大将の 母君の 葵 夫人の 葬送の 夜明けの こと を院 

は 思い出して おいでにな つたが、 その 時 はなお 月の 形 

めいりょう くらやみ 

が 明瞭に 見えた 御 記憶が あった。 今 は 心 も 目 も 暗闇 

のうちの ような 気の あそばされる 院で おありに なった _ 

こうきょ 

女王 は 十四日に 薨去した のであって、 これ は 十五 日の 

夜明けの ことで ある。 

はなやかな 日が 上 つ て、 野原 一 面に 置き 渡した 露が 

すみずみまで きらめく 所 をお 通りに なりながら、 院は 

い つそう この 時人 生と いう もの を いとわしく 悲しく 思 

召して、 残った 自分の 命と いっても、 もう 長く は 保ち 

えられる もので はないで あろうから、 こうした 苦しみ 



女王が 親しく 手 もとに 使って いた 女房た ちで、 たとい 

少しの 間に もせよ 夫人に 後れて 生き残つ ている 命 を 恨 

めしいと 思って 尼になる 者 もあった。 尼に なって まだ 

W な 力 ^9 ま レ 

満足が できずに 遠く 世と 離れた 田舎 へ 住居 を 移そうと 

する 者 も あ つ た。 

れい ぜぃ きさき 

冷泉 院の 后 の 宮も御 同情の こもる お 手紙 を 始終お 

寄せに な つ た。 故人 を 忍ぶ こと をお 書きに な つ た 奥に、 

枯れ はつる 野べ をう しと や 亡き人の 秋に 心 をと ど 

めざり けん 



かり を院 はして おいでにな るので あるが、 人聞きと い 

ちゆ-つちよ 

うこと で また 躊躇して おいでにな るの はよ くない こ 

とか もしれ ない。 

夫人の 法事に ついても 順序立てて 人へ お命じになる 

こと は 悲しみに 疲れて おできに ならない 院に 代わ つ て 

さしず 

大将が すべて 指図 をして いた。 自分の 命 も 今日が 終わ 

りになる のであろう とお 考えられになる 日 も 多 か つた 

が、 結局 四十九日の 忌の 明ける の を 御覧になる ことに 

ちゆ-つぐ ラ 

な つた かと 院は 夢の ように 思 召した。 中宮 など も 紫 

夫人 を 忘れる 時な く 慕って おいでになった。 
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